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	一本鎖DNA切断修復、二本鎖DNA切断修復、および塩基除去修復に関与するDNA結合タンパク質（PubMed:15380105、PubMed:15044383、PubMed:16964241、PubMed:17276982、PubMed:24362567）。塩基除去部位、または活性酸素種によって誘導された連結不可能な切断をDNAリガーゼが修復しようとする際に形成される、不完全DNAライゲーション中間体を分解します（PubMed:16964241、PubMed:24362567）。 5'-リン酸末端に共有結合したアデニル酸基の遊離を触媒し、効率的に再結合可能な5'-リン酸末端を生成します（PubMed:16964241、PubMed:17276982、PubMed:24362567）。また、アデノシン5'-モノホスホラミデート（AMP-NH2）およびジアデノシンテトラリン酸（AppppA）も加水分解しますが、触媒活性は低くなります（PubMed:16547001）。同様に、DNAから3'-結合グアノシン（DNAppG）およびイノシン（DNAppI）の遊離を触媒しますが、5'-結合アデノシン（AppDNA）に対してより高い特異活性を示します。
	研究分野
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	アプラタキシン抗体およびDAPI（青）を使用したU87-MGにおけるアプラタキシン（緑）の免疫細胞化学分析。
	

	アプラタキシン抗体を使用した K562、Hela 溶解物中のアプラタキシンのウエスタン ブロット分析。

